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蟷螂の斧 
（とうろうのおの） 

社会システム変化への介入 part 1  

１９９０年 京都児童相談所 内外事情 第十回 

団 士郎 

仕事場Ｄ･Ａ･Ｎ／立命館大学大学院 

 

 ２２年前の業務中心の日誌を一ヶ月ずつ、今の私が振り返る企画。１０回目ともなると飽きてくる。読者は読

まなければいいのだから簡単だが、筆者はそういうわけにはいかない。（勝手にやっておいて、何を言っている！）

「意味のないことまで、だらだらと・・・」とか、「要するに何なのか・・・」と思わないでもない。 

そしてこれがまさに、ある意味この連載の本旨だとも思う。仕事の日常とはそういうものだからである。 

もし仕事が、事件や祭りで代表されてしまったら、日常は「祭りの前か後」ということになる。結果だけが目

的だとしたら、陽の目を見なかった日々の地道さは空しい。レギュラーになれないのに繰り返すトレーニングも

空しい。勝利に結びつかなかった努力は徒労ということになる。すぐに結果のでない精進が無駄に思えても仕方

がない。 

だが本当は、そんな投資と対費用効果のような因果が、仕事の意味であるはずがない。そんな働き方ばかりし

続けてしまった結果が私たちの周りに蔓延していて、今、不毛さに苦しんでいるのではないのか？ 

暮らしとか、生きることとか、働くことは、誰かに勝つことや、け落とすことではない。 

米を作っている人は自分の田んぼも、隣の田んぼも豊作だったら嬉しいだろう。そんな時に凶作地域を想像し

て、価格高騰に期待を寄せるのは業者だ。そういう人たちは作物を育てない。経済にしか熱中できない。あらゆ

ることを利益をあげる手段にしか考えない拝金主義者にとって、グローバル経済社会がわがもの顔でいられる世

界なのだろう。 

私はそんな感覚がまったくしっくり来ない。経済問題を軽んじるつもりはないし、お金は大切だと思っている。

でもそれは、いくら集めるかではなく、どう経済活動（消費）するかが重要だ。豊かになるとは、使い道のこと

であって獲得量（金額）や備蓄量の事ではない。 

世代間の格差が喧伝される（真偽に疑問もあるが）。その恵まれた側だと言われる団塊世代人としては、今、

何に消費するかが問われている気がしてならない。精神貧困なまま、勝ち逃げの年寄りにならないために、考え

なければならないことがある。                （２０１２／９／１５） 
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１９９０年１０月 
 

10/1 MON  別の歯がまたちょっと欠けて

歯科へ行った。公演のシナリオ打ち合わ

せ。本当に手間取っている。こんな大変な

ことになるとは思わなかった。 

少し具合が悪いと、直ぐに歯医者にゆく

事にしている。だから一度で治療完了にな

ることが多い。ずるずる治療に通い続けた

り、手遅れみたいなことが嫌いなのだ。 

しかしこの行動は、健康に気遣っている

というより、面倒な事態を早めに避けてい

る感じが強いので、不健康な一面なのかも

しれない。 

延々と通院したり、待合室でぼんやり時

間を食いつぶされていくのが心底嫌いなの

である。こういう性癖は、介護や付き添い

を面倒がる傾向に現れている。歳を取った

ら公私ともに、そういう現実が近づいてく

る。効率的に動けることに酔いしれるばか

りではない行動パターンの学習が必要なの

は分かっているのだが、なかなか身につか

ない。 

児相研セミナーでのアマチュア芝居公演、

出演者達は、楽しげではあったが大変だっ

たようだ。 

10/3  WED  ABC ラジオ最終回。アシス

タントやキャスター､その他いろんな人がい

っぺんに変わってしまう。フリーで仕事をし

ている人達が多いが、みんな大変だなぁと

思う。 

夜、ナビオのスカラ座で「ダイ・ハード２」

をみる。楽しみにしていた一本。期待を裏

切らない。 

月一回で結構長く関わっていたラジオ、

この件がどんなことだったのか記憶がない。

公務員として雇用の確保された中から、フ

リーの人達のことを見ていた。もっとも、

マンガ家としての仕事ではフリーだったか

ら、連載が始まったり、突然終了したりす

る事への不満や不安は共感できた。 

サラリーマン編集者に、いいように言わ

れて連載打ちきりになったり、原稿料を値

下げされたりしているフリーランスの憤懣

はわかる。 

最近のニュースで警察官が、釣り情報誌

に連載をして稿料を貰ったことが問題にな

り、退職したと聞いた。私は公務員に途中

採用（欠員補充のために７月採用）された

とき、既に新聞にマンガの連載をしていた。

人事課はそれを承知で採用した。そして、

一度も問題にされることなく、２５年過ご

した。京都府の依頼仕事に漫画を描いて、

原稿料まで貰ったことがある。例外だった

のだろうか？ 

「ダイ・ハード２」は良く覚えているとい

うより大好きな映画だ。正当な映画ファン

なら、第一作が良いと言うべきなのだが、

好みだからしょうがない。特別版ＤＶＤも

持っていて、今もたまに見返すことがある。 

10/4 THU 受理判定処遇会議。 

シナリオが何かふくらみが足りないの

で、手直しのアイデアを書いている。難し

いし、演出家のセンスとこっちのそれとの

違いにも苦労する。違った感性の人との

共同作業は難しい。 

公演「児童相談所の一日」（タイトルは

違ったと思うが内容はそうだった）のシナ

リオを書いたのだった。シノプシスといっ

た方が良いようなものだったかもしれない。

中味の記憶が曖昧だが、福知山児相にいた

小巻さんが演出した。児相研セミナーで主
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に同業者に見せるモノだから、積極的に楽

屋落ちと共感を狙ったモノだった。 

当時はまだ、こんなに豊かに仕事と関わ

ることが児童相談所において可能だった。

状況が激変するのに、大した時間は要らな

いことが今になるとよく分かる。 

10/5 FRI 朝一番に、児相研セミナー

の案内をもって、本庁の主管課長のところ

に挨拶に行く。その後、三児相課長・係長

会議。議題山積み。夕方、再び今度は呼

ばれて府庁・児童家庭課へ。三児相課長

で話を聞く。話が長引いて、出張開催して

いる亀岡の勉強会は欠席。そうなると結

果的に、「編集者講座」の遅刻出席が可

能になる。講師はイラストレーター安西水

丸氏。面白く話を聞いた後、有志で飲み

会をやるのに初めて付き合う。１２時前ま

で三条小橋「めなみ」でおばんざいを食べ

ながら引き続き水丸氏の話を聞く。 

任意の団体が実施するセミナーを、京都

府も応援してくれることになっていた。職

場をあげて協力体制を組み、主催雑務への

協力も取り付けてあった。（申込書が届く

宛先、必要書類のコピー機使用、封入発送

などの作業場提供、問い合わせ電話受信等、

筋から言えば、いろいろ言われそうなこと

を、「一つよろしく」でお願いできていた。

そして来賓として挨拶も頼んでいたと思う。

そんな協議で、夕刻に再度本庁に出向いた

のだったと思う。） 

亀岡勉強会は川畑君と地域担当ＣＷが行

ってくれた。京都児相では、担当地域の学

校教員達との定例よもやま相談会を、夜、

地域に出向いて開催していた。乙訓地域も

同様で、隔月交代実施していた。熱心だっ

たなぁと今になると思う。 

編集者講座の講師との飲み会がよくおこ

なわれていた。自分が酒を飲まないことや、

公務員だから明日の勤務スケジュールがあ

って、あまり出席することはなかった。だ

からこの日は珍しく気が向いて同行したの

だった。 

この時、安西水丸ファンの人の振る舞い

をみて、ファンとはこういう人のことを言

うのだと感心した。とても彼のことをよく

知っていて、著作などもみんな読んで記憶

している。作家にしたら嬉しいだろうと思

った。私はせいぜいイラストを知っている

くらいだった。氏は村上春樹の本の装丁を、

沢山している。 

10/6  SAT 高校生の家庭内暴力ケー

スの家族面接初回。午後、二代前の相談

所長・吉田研二さんの退職を労うパーティ

があった。午後２時から始まって、最後の

カラオケ店を出たのは１１時過ぎだった。

９時間あまり、ウーロン茶、ジンジャエー

ル、ジュースでトイレばかり行っていた。 

 吉田さんは中間管理職になったばかりの

私にとって、とてもありがたい所長だった。

そのことに本当に気づいたのは、後任の正

反対の所長が着任したときだった。この二

人が余りにも違っていたことから、管理職

のあり方や、どういう事が問題になるのか

も学んだと思う。 

ある組織の職員相談室で受けるケースに、

「希望したわけでもないのに管理職になっ

て苦しい･･･」と訴える人が少なくない。し

かし、子どもが出来たら親をやらなければ

ならないように、そういうことは人生にあ

ると、なぜ覚悟が決まらないのだろうと思

う。 

10/7  SUN 夜更かしが続いていたの

で、昼まで寝ていた。製作から発送まで思
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いのほか時間がかかってしまったＤＡＮ通

信の１１号を仕上げた。 

 この時はまだ月刊ペースでミニコミ誌

（Ｄ・Ａ・Ｎ通信）を制作していた。原稿

を書いて、コピーして、折ってシールを貼

って、記念切手を貼って発送していた。一

番長く続いた時期には 300 通くらい発送し

ていた。毎月年賀状を出していたようなも

のだ。 

 今では、ブログもツイッターも facebook

も、書いたら即、送信である。手間は要ら

ない。変われば変わるものだ。当然のこと

ながら、メリット、デメリットはあるだろ

う。 

10/9 TUE 夜、久しぶりに家族療法訓

練の担当日だった。緊張しながら臨んだ

分、非常に面白かった。 

京都国際社会福祉センターの家族療法訓

練はこの時、スタッフ三人で交代担当して

いたのだった。もう今では記憶もおぼろげ

だ。 

10/10  WED 祝日。例によって昼まで寝

ていた。その後、机の周りを少し片付けな

がら原稿を描いた。夕方、最近の知人のＴ

さんから、会社の方針としっくり来ないので

転職を考えているという電話。「転職先は

今の時代いくらもあるが、やりたいことをと

なるとナカナカだ」という。Ｔさんに幸運を。 

そうか、この時代の感覚はこんなだった

のだ。彼は放送局のディレクターで、管理

職への人事異動を断っての退職だった。今

なら、辞めたところで次の仕事がそう簡単

には見つからないだろうし･･･という事に

なるのだろう。そして私自身がこの８年後

に公務員退職の選択をすることになるなど、

想像もしていない。 

時の中では、あらゆるモノが変化する。

何がどう変わるかなどはさっぱり分からな

いが、同じままであるはずはないという点

だけが確かだ。この「変化」に対して、ポ

ジティヴもネガティヴもという当然のこと

への確信のない人が、ずっとこのまま続く

ような気がするという夢を見たがる。 

10/11 THU 受理判定処遇会議。夜は

公演のシナリオ確定作業。いろいろあった

けれども、とにかくいよいよ稽古に入るこ

とになる。出演の皆さんよろしく。 

 児相で働く人たちが、日程を決めて集まっ

て、芝居の稽古をしていた。京都府内三児

相合同で演劇をする。今思うと、なかなか

文化的な話だ。この時期、各職場にダウン

して休職中という人はなかったのではない

かと思う。そして児相在職年数は、みんな

長かった。公務員職では恵まれた良い仕事

だと思っていた。就職して以来、退職する

までずっと児相という元気なおばさんもい

た。 

10/12 FRI 「いい話の新聞」というのを

企画している細見さんが来訪。これはその

内いろいろな展開になっていきそうな気が

する。 

面接を一つした後、Ｋ子が弁護士と会っ

た結果を話しに来た。帰路、葵橋ファミリ

ー・クリニックにマンガ原稿を届けて、入口

で事務局長・園昌和と立ち話。なかなか組

織運営は大変という。彼は小学校の同級

生で、ボーイスカウト時代から御近所の幼

なじみだ。 

 細見さんの画期的な新聞は創刊された。

私も一コマ漫画を描かせて貰っていた。経

営的には苦難の数年を、必死に持ちこたえ、

そしてつぶれた。その後、彼は病魔に倒れ、

亡くなった。 
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 ニュースといえば他人の不幸、これが結

局「新聞」「ＴＶニュース」の限界なのだ

ろう。良いことが沢山あることを告知する

のが、世の中を良くする一つの道筋なのだ

が、よからぬ事のレポートの方を世間は求

めてしまう。細見さんのコンセプトは間違

っていないが、事業として成立しなかった。

そんな起業家の話を、つい最近もＮＰＯの

スタッフとしたばかりだ。 

10/13 SAT 第二・四土曜は閉庁で休

み。読売国際漫画大賞の応募作品と「こど

も旅」の原稿を仕上げた。夕方から労演、

「出雲の阿国」太地喜和子。何だか面白く

ない。その後、川崎、広谷のおっさんトリオ

が北山通でクレープを食べた。どうだ、似

合わないだろう。 

この時代はまだ、週休二日ではなかった。

今ではもう、思い出せないくらいだ。太地

喜和子が、下田の海で事故死するのは、こ

の後なのだなぁ。 

10/14 SUN ずるずると読売国際マン

ガ大賞応募作品を描いていた。この賞は

まだ、佳作に一度入っただけだ。 

  
優秀賞を受賞して、元旦の新聞に作品が

掲載されることになるのは、この八年後の

事である。（メダルはその時のもの。誰か

に見せたことはないから、本邦初公開だ）

 その日まで、この後もただただ応募し続

けた。止めてしまっても良いのに、そうし

なかったのはなぜなのか？不思議な気がす

るが、どこかで止めていたら受賞はなかっ

たのだなと思う。 

もしそうだったら、自分のマンガ家とし

ての意識は、多少違ったものになっていた

だろう。結果の見えない未来に向かって二

十年以上も、毎年応募し続けたことに、我

ながら感心する。 

そして、こういう日々が、自分を根気強

く粘る人間であるとか、諦めなければ陽の

さす時は来ると思う人間に育てた。 

結果ではなく、プロセスが人間を育てる

のだと実感しておくことは、人生において

大切なことの一つだ。 

10/15 MON 徳島県児相から依頼され

て１６日午前中、家族療法の研修をするこ

とになった。午後から出て前日泊の段取り

になっていた。そうしたら妻が、私もついて

行こうかなぁと言いだして、そういうことに

なった。そこで遠回りだけれども、瀬戸大

橋を JR で渡ることにした。パノラマ車両９

００円は十分値打ちがあった。 

10/16 TUE 昼過ぎまで講演をした後、

市内見物をしていた妻と合流した。鳴門へ

いって渦潮を見ようという。せっかくだから

潮の勢いのいい時間に合わせて行こうと

いう。小型船で海峡にかかると、思ったよ

りはるかに大きな渦や波が見えた。その

後、高速バスで淡路島・津名港に。そして

高速フェリーで神戸についた。 

 まれに妻が講演に同伴することがあった。

そんな時はちょっと足を伸ばして観光もし
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た。記憶にあるのはもう一度、宇都宮行き

に同行したとき、奥日光まで足を伸ばした

ことくらいだ。 

10/17  WED 午前中、月例家族療法ビ

デオ・カンファレンスにケースを出す。午

後、教護院（現・児童自立支援施設）と

の話し合い。「教育権保障」問題と「年長

児処遇」問題がテーマ｡主に非行のあっ

た子供達が措置されている教護院は、

現在の日本で唯一学校教育法に基づく

義務教育の体制が未整備の所である。 

夜、編集者講座の予定が講師の発熱で中

止になった。そこで見たいと思っていた

映画「ゴースト･ニューヨークの幻」に行っ

た。平日の夜なのに若者でいっぱいだっ

た。甘口のセンチメンタルな分かりやす

い作品だった。たくさんの女の子達がす

すり泣きながら見ていた。こんなことに

出くわすと「いいじゃないか、なかなか」

なんて思う。 

 外部からＳＶを招いて、月例で家族療法の

カンファレンスをしていた。そしてだんだ

ん飽きてきたりもしていた。今考えると、

贅沢な話だ。こういう状況を作り出せたの

は、時代もあるし京都児相の取り組みの成

果という部分もある。 

 京都府の三児相には全て、ワンサイドミ

ラーの設置した家族療法室があった。この

設備は要求して設置して貰ったものだが、

本庁担当者の理解があって、宇治児相の新

築時に三所一斉に設置されたものだった。

主管課の係長が、児相業務を理解して、イ

ロイロ尽力してくれていた。 

 当時の教護院問題は結局、内部の人たち

の古い体質を、外から変えるのは困難だっ

た。児童福祉施設全体に対する研修の働き

かけにも拒否的なままだった。教護院は、

府県によって様々な状態のまま、児童自立

支援施設という名称にかわっていった。 

 長い付き合いの早樫一男が、一時期、京

都府の教護院校長職にあったが、私には結

局、何が問題なのかすっきりとは見えない

ままだった。 

10/18 THU 受理判定処遇会議。一時保

護の女の子がいるので宿直。 

 全国をみわたすと、今も少数派で存在する

ようだが、職員が交代で一時保護中の子ども

のいる日は宿直をしていた。負担だったが、メリ

ットもあって、労働条件のことだけで一口にどう

こう言えないところがあった。 

 宿直勤務時の子どもとの交流は、生活施設

職員経験のない身には、なかなか貴重だった。

食事のこと入浴のこと、それぞれの育った家族

を反映した多彩さだった。 

 調理員さんが作ってくれたたくさんのご馳走

を前に、いきなり白いご飯に醤油をかけて食べ

始めた子どもを見たのは、随分前のことだ。 

 そう言えばベストセラー「ホームレス中学生」

の著者である芸人が、成功してから番組で、

豪華な食事をしている所を放送していたが、

辛くて見ていられなかった。 

10/19 FRI 愛知県半田児相から（療育

事業琵琶湖一周サイクリングなど）の視

察に二人みえた。ビデオを見ながらいろ

いろ話す。夜は編集者講座。中西亮さん

の世界の文字の話。非常に面白い教養

講座。 

 全国の児相から視察者も多かった。京都見

物を兼ねていた人も多いだろうが、熱心な人も

多かった。自分たちの所の仕事を自慢に思っ

ていたので、打診が有ればどんどん受け入れ

ていた。２，３カ所からの視察が重なることもあ

って、遠方から来た児相職員同士の思わぬ交

流になったりもした。 
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10/20  SAT 「いい話の新聞」の細見さ

んの紹介で、露路裏文化研究会（ロジケ

ン）なるものの発足準備会に参加。会場

が京都・島原の「輪違(わちがい)屋」という

のに惹かれたところがある。初めて太夫

なるものを見た。おまけに飛び入りでグロ

ーバル・アクション｢サハラを２０２０年まで

に緑に」という運動の京都オフィス開設の

ため来日しているユーゴスラヴィアのエリ

ザベス王女という人が、女性二人を伴っ

て一時同席した。とにかく何だか目まぐる

しくたくさんの人と名刺交換をした。このご

ろ流行りの異業種交流みたいなものだ。 

 好奇心の塊のように動いていたし、成果

を手にしたことも少なくない。一方で、世

の中の様々なことが、あっという間に通り

過ぎていってしまうものだと実感した。 

ユーゴスラヴィアは国自体がもうない。

露地研も数年で消滅した。あの時テーマに

されていた事が解消したわけではないだろ

う。問題はなくならないが、問題解決を唱

えた方は居なくなる。これが世の常だと学

んだことは、その後の自分の行動選択に少

なからず影響していると思う。 

10/22 MON 宿直勤務のアケで昼から

出勤した。K 子の事件のことで約束してあ

った河本弁護士の事務所に行った。時代

祭のせいで道路が異常に混んでいて、自

転車で行ったのに何度も道を迂回した。 

戻って夫婦家族面接をして、その後、宇

治児相の佐藤課長と二人で、福知山の鉄

川課長の家に行った。 

全国児相所長会の実施している非常に

書き難い登校拒否児への取組のアンケー

ト記入と、近畿児相長会議の議題の回答

をまとめるためだ。時間がないのでやむを

得ずこんなことになった。そのあといろい

ろ四方山話。 

 おかしな仕事の仕方だと思うが、楽しんで

いた。男三人で助け合いながら、三児相の

課長業務をまっとうしていた。ちょっと部

活のような気分の所があって、仕事がまっ

たく苦ではなかった。ノルマという印象も

なかった。得手、不得手があった三人が、

お互いを尊重し合いながら仕事をしていた。 

 状況に恵まれていたのか、三人の人柄か

は判然としないが、葛藤は少なかった。サ

ンショお互いの情報はスムーズに共有され

ていた。 

10/23 TUE 福知山児相で業務検討会

議。療育キャンプ事業の到達点と問題点、

教護院の抱えている課題に対して、児相

がどう係わっていくかを中心に話した。 

以前も書いたが、業務検討会議（ぎょう

けん）は三所持ち周り開催で、長い期間続

けた取り組みだ。児童福祉司、心理判定員、

一時保護所職員、庶務担当職員、そして管

理職が各所５人一組で、あらゆる児相業務

について見直しをしていた。 

働く者が自ら、自分たちの仕事を「科学

する」という言い方をしていた。業務の細

部、一つ一つを検証していた。 

仕事の中味について考えることなく、労

働としての不満や、人間関係のことをグズ

グズ言うのは、労働者としても、人間とし

ても、弱体化している。その先に病休しか

ないなんて、いかがなものだろう。 

10/25 THU 近畿児相職員研修会が京

都市の主催で行われた。僕は留守番をし

ていたが、戻った人達がそろって批判的だ

ったのに驚いた。近いから余計に、要らな

いところまで見えるのだか、確かにちょっと
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京都市児相は悪く変わってきたなぁと思

う。 

 政令指定都市児相と、そこを含む府県の児

相が仲の悪いのは当時定番だった。今、更

に中核都市に新たに児相が設置されている。

そこと都道府県児相の関係はどうなのだろ

う。 

 当時、京都府の児相は京都市児相に、伝

統的に小言をいうスタンスだった。そして

たしかに具体的なエピソードとして、杜撰

に思うことがいっぱいあった。京都市児相

は臨床の専門機関だという意識が強かった

ように思う。私には似合わないことだが、

府の中間管理職として、京都市児相の対応

のまずさに、心理職出身の所長直々に、苦

言を呈したことがあったのを思い出した。 

10/26 FRI 向陽保健所主催の「保健・

医療・福祉ネットワーク会議」に出た。痴

呆性老人・寝たきり老人の問題がほとん

どで、出番はなかった。しかしいくつか勉

強になる事実があった。 

 この頃の私や児相の意識はこんなものだ

った。自分たちは児童福祉が専門だと考え

ていた。乙訓地域の保健所では、保健、医

療、福祉のネットワーク化を考えていたか

ら、こういう会合への呼びかけがあったの

だろう。しかしここから何か新しい動きが

開始されていった実感はない。 

10/27 SAT 昼まで寝ていて、午後、こ

と葉（小二の娘）のバレエ・レッスンに付

き合った。一時間、小さな女子達がアヒ

ルみたいにチョロチョロしているのを見て

いた。大きな窓から琵琶湖の見渡せるビ

ルの三階から、イラクは遙か彼方のよう

に思えた。 

 この時、湾岸戦争まっただ中だったイラク

も遙か彼方だったが、８歳の娘の保護者と

して、レッスン場の隅にいた時間も、遙か

彼方になった。 

この娘が今や３０歳。劇団四季では中堅

クラスで、厳しい舞台に奮闘中だ。 

10/29 MON 心理テストカンファレンス｡

三児相の判定員が月一度、集まってデー

タのブラインド分析で研鑽を深めている。

しかしまだまだ負けない(何という根性だろ

う)。そのあと家族面接が一つ。 

 読み返してみてあらためて、仕事を始め

てから、勉強するようになった気がする。

専門書ばかりではないが、読書もするよう

になったし、研修にも幅広く出向いた。自

分を取り巻く世界の構成にも関心が向いて、

乱読は加速した。元気で他動なため、仲間

達と次々企画を立てて実現していった。 

 良い時代だったというのも否定は出来な

いだろうが、受験や資格取得のための詰め

込まれる学習はしてこなかったので、学び

のキャパシティは十分あった。それは自分

の好奇心の持ち方で、計ることが出来ると

思っていた。 

 

 


